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平成２８年3月23日（水）成人発達障害の基礎理解と関わり方

・「健やかに育つ」支援が必要
・脳障害は治らない（完全治癒はない）
・発達障害は育ちの環境で出現するものではない
・「育て方」は発達障害の原因にならない
・障害にならない、障害を軽減できる「環境作り・関わり方」が大切

保育所・幼稚園・学校からの連絡で困った子・育てにくい子と思いやすい
「漢字が覚えられない」
「わからないからやってしまう」
「うっかりやってしまう」
子ども自身が困っているのです
「僕、怠けてるの？」

ワープロやパソコンがきれいな字をくれた
携帯電話は、文字を書くことのサポートをしてくれた
スマートフォンは、調べる方法を与えてくれた

 育て方は発達障害の原因ではない

 困った子ではなく困っている子

脳機能の発達が関係する生まれつきの障害です。発達障害がある人は、
コミュニケーションや対人関係をつくるのが苦手です。また、その行
動や態度は「自分勝手」とか「変わった人」「困った人」と誤解され、
敬遠されることも少なくありません。

 発達障害とは

 井上智さんの例
文字が認識できない障害「ディスレクシア」

IT を使いこなして書けるように

４３歳のとき、自分がディスレクシアだったことを知る。小中学校は、読み書きの困難を隠しなが
らおくり、高校１年のときに、学校も家も飛び出す。現在は、優秀な大工として大山で仕事をしている。

・小学生時代、なぜか、努力しても読んだり、書いたりすることができなかった。
・だんだん恥ずかしくなり、隠すようになった。
・仕事も仲間も「読み書き」で関わり方を変えてきた。
・どんなに評価されても「読み書き」ができないことで、一瞬にすべてが崩れていく。

もしも自分がディスレクシアだと知っていたら、もしも自分に教育の機会が保障されていたら、
あそこまで自分を追い込まずに済んだのではないか。何もかもをあきらめてこずに済んだのではないか

高砂青松 R.C. & 高砂 R.C.高砂青松 R.C. & 高砂 R.C.   合同例会合同例会

～ロータリアンに必要な基礎情報～



　本日は、高砂ロータリークラブと高砂青松ロータリークラ

ブの合同例会に、竹田契一先生にお越しいただき、『成人発

達障害の基礎理解と関わり方～ロータリアンに必要な基礎情

報～』という表題でのご講演をしていただきます。

　私の方から、簡単に竹田契一先生のご紹介をさせていただ

きます。竹田契一先生は、大阪教育大学の名誉教授であり、

大阪医科大学ＬＤセンターの顧問として、発達障害、学習障

害等について、全国各地で講演活動を行っています。また、

我々と同じロータリアンで、宝塚武庫川ロータリークラブの会員でもあり、２６８０地

区の社会奉仕委員会でもご活躍されておられます。

　高砂青松ロータリークラブでは、昨年の２月に高砂市役所南庁舎の５階で、高砂市内

の幼稚園、小、中学校のＬＤ・ＨＤ担当の先生方を対象に「幼児期・学童期・思春期に

おける発達障害の基礎理解と教育的支援」という講演を行っていただきました。参加人

数も５０～６０人程度の少人数でもあったので、先生方との対話方式も行われ、先生方

は非常に熱心に聞いていました。そして、もう一度聞いてみたいという要望もあり、今

年の８月に高砂市福祉保健センターで、高砂市内全教員を対象にした講座を開催するこ

とになりました。そしてまた、ご父兄の方にも発達障害のことを理解していただこうと、

昨年の１０月に、ユーアイ帆っとセンターにおいて、高砂市連合ＰＴＡの方たちに「発

達障害のある児童・生徒の基礎理解と関わり方」をテーマに講演していただきました。

　２６８０地区社会奉仕委員会主催で、主に竹田契一先生が関わっておられる「発達障

害理解のための基礎と実践講座」は、１９９８年に始まり、神戸で毎年開かれています。

今年で１８回を迎えましたが、年々参加者が増えており、今回は過去最多の１２００名

を超える方たちが、熱心に聞き入っていました。

　また、２６８０地区内の各ロータリークラブが、単独であるいは共同で、発達障害の

講座を開催しています。加古川でも加古川中央ロータリークラブ主催、加古川ロータリー

クラブ、加古川平成ロータリークラブ共催で、昨年１２月に講座が開催されました。

　４月９日（土）には、姫路キャスパホールで「ＬＤ・ＡＤＨＤ・アスペルベルガー障

害の児童・生徒への関わり方」という講演会が開かれます。興味のある方は、ぜひご参

加お願いします。

ナイスシ
ョット！

日時 ：2016年3月２0日（日） 場所 ：東条ゴルフ倶楽部

高砂青松R.C.ゴルフ同好会高砂青松R.C.ゴルフ同好会

優　勝　
青柳　　淳会員
優　勝　
青柳　　淳会員



佐野　敏晴（高砂RC会長）
本日の合同例会、青松 RC の皆様にはお世
話になります。
竹田先生、本日の卓話よろしくお願いしま
す。

後藤　純次（高砂RC幹事）
青松RCの皆様、本日はお世話になります。

庄司　　武・内海　　薫・森脇　祥文
菱田　克己・廣瀬　明正・大橋　卓司
中谷　利幸・濱中　幹雄・西中　亮二
京谷　愼平・柿木　國夫・坂口　嘉久
都倉　達殊・嶋谷　拓雄・濵田　喜重
大村　裕史・櫻井　宣孝・井野　隆弘
岡本　崇司・藤本　明久・増田　耕太
合同例会を祝して。

佐野　栄作
竹田先生、本日は高砂まで来ていただきあり
がとうございます。
発達障害を勉強させていただきます。

青柳　　淳
先日のゴルフ同好会にて、ハンデにもめぐま
れ、優勝させていただき有難うございました。
今年は、練習してもう少し上手くなれる様努
力します。

小西　文孝
勝手してすみません。
出席努力します。

クラブ名 変更内容 日　時・場　所

加古川平成ロータリークラブ 例会変更 ３月３０日（水）→４月２日（土）
観桜例会　於：姫路城

例会取り止め ４月１３日（水） 【定款第６条第１節（Ｃ）による】

例会変更 ４月２０日（水）→１８：３０～
時間変更のため

休会 ５月４日（水）　【祝日】
加古川中央ロータリークラブ 例会変更 ３月３１日（木）→４月３日（日）

観桜会　於：津山、鶴山公園
休会 ４月１４日（木） 【定款第６条第１節（Ｃ）による】

姫路南ロータリークラブ

例会変更

４月４日（月）
「社会奉仕フォーラム」「第３回ほろにが会」
１６：００～社会奉仕フォーラム
１７：３０～例会
１８：００～第３回ほろにが会
於：姫路神社

合同例会

４月１８日（月）
『姫路南RC・神崎RC合同例会』
「日本の豊かさ・地域の絆で人口減少・超高齢化に挑戦！」
飯島義雄氏
於：ホテル日航姫路

姫路ロータリークラブ
花見例会

４月５日（火） １８：００受付開始
１８：３０～２０：３０お花見例会
於：イーグレ・ミレ

休会 ５月３日（火）　【祝日】
姫路中央ロータリークラブ 花見例会 ４月７日（木）→１８：００～夜間花見例会

於：清交クラブ総社店 和ダイニング三日潮「厳島」

例会変更 ４月１４日（木）→１３日（水）～１４日（木）
「親睦旅行」京都・琵琶湖方面

例会変更
４月２８日（木）→４月２９日（金・祝）１０：００～
「２０１６年地区研修・協議会」
於：神戸ポートピアホテル

明石西ロータリークラブ 花見例会 ４月７日（木） 於：姫路 SORA NIWA
休会 ５月５日（木）　【祝日】
休会 ６月１６日  【定款第６条第１節（Ｃ）による】

高砂ロータリークラブ 家族例会 ４月８日（金）→４月１０日（日）
京都都をどりバス旅行

合同例会 4月１５日（金）→高砂青松RCとの合同献血例会
於：サンモール高砂　南駐車場

休会 ４月２９日（金）　【昭和の日】

（注）高砂青松ロータリークラブのホームページにも掲載しています。……ホームページの情報の方が早く把握できます。

郎

例会記録　2016.3.23（水）　通算 1788 回

ソ ン グ

本日のゲスト

  「我らの生業」「四つのテスト」

大阪教育大学名誉教授・
大阪医科大学 LD センター顧問　竹田　契一様



4 月 20 日（水）
卓　話 

【PHD協会 事務局長】

4月 2 日（土）
花見例会

【親睦委員会】

4月 6 日（水）
卓　話 

【親睦委員会】

会　長　　田　中　伸　明
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　村　上　則　宏 クラブ会報委員長　　櫻　井　宣　孝

◇  ◇  プログラム予定  プログラム予定  ◇◇

4 月 15 日（金）
献血例会

【社会奉仕委員会】

1. ＲＩ第２６８０地区ガバナー事務所より
２６８０地区７４番目のクラブとして、西宮イブニングロータリークラブ創立のお知
らせが届いております。

2. 明石西ＲＣ、姫路中央ＲＣより
例会変更の案内が届いております。週報でご確認ください。

3. 丸尾ガバナーより
地区大会出席のお礼のご挨拶が届いております。

幹事報告　第 30 回（通算１６８3 回）


